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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学 
キーワード：ロシア語 
 
１．研究計画の概要 
中期ロシア語（15－17 世紀）文献について、
教会スラヴ語的要素の一つである双数形の
用法を詳細に分析することで、話し言葉に基
盤を持たない言語形態が書き言葉において
いかに継承・変容されるか明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
15 世紀に成立した以下の聖者伝の分析を行
った。 
（1） ペルミのステファン伝（エピファニ

ィ・プレムードルィ作） 
（2） ラドネシのセルギー伝 
  ①詳細版（前半はエピファニィ・プレム
ードルイによるテクスト、後半はパホーミ
ィ・セルプによるテクストとされる） 
  ②パホーミィによる諸系統本 
研究手法の特徴は次の通り。 
（1） 分析には基本的に写本を使用するこ

とで、より正確な言語的特徴を把握
した（一部、写本閲覧が困難なもの
は刊行テクストを使用）。 

（2） 双数形の使用が想定されるテクスト
をすべて抽出した、全数調査。 

（3） 文法・語彙レベルとテクストレベル
の 2 段階で分析。 

分析の結果、エピファニイによる｢ステファ
ン伝｣と｢セルギー伝｣ではペアをなす身体部
位を表す名詞、数詞 2 と結合する名詞、また
両者を修飾する形容詞は常に双数形が用い
られ、これらの場合はロシア教会スラヴ語の
伝統が遵守されていることが明らかになっ
た。一方、名詞 родитель｢両親｣、3 人称代名
詞、動詞は、｢ステファン伝｣では基本的に双
数形が用いられるものの、｢セルギー伝｣では
複数形の使用が散見される。すなわち、後者

には｢ステファン伝｣には含まれない｢夢見｣
をテーマにしたエピソードを数多く含むが、
そこでは他のエピソードとは異なり、神や聖
母に接した人間を描く際に、複数形が多用さ
れる。つまり、筆者は双数形を作品内容をよ
り効果的に伝えるための言語手段として使
用したと考えられる。 

なお、比較のために「クロプスコのミハイ
ル伝」（15 世紀）、「ヤレニクスクのヨハネと
ロギンの物語」（16－17 世紀）、「大貴族夫人
モローゾヴァの物語」（17 世紀）も検討した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
15 世紀を代表する文筆家エピファニィ・プレ
ムードルィの代表作である二つの聖者伝の
分析を終えることが出来た。また、本研究の
成果を国内のみならず国外でも広くアピー
ルすることを目標にしていたが、日本、ロシ
ア、アジアでの学会で報告を行い、またロシ
ア科学アカデミー発刊の有力査読雑誌に論
文掲載が決定したことは、大きな成果と考え
る。 
 
４．今後の研究の推進方策 
15 世紀の重要な文筆家であるパホーミィの
作品を分析し、この時代の双数形の用法をよ
り多角的に明らかにする。また、9 月にはモ
スクワで開催される国際学会に参加し、成果
を発表し、また今後の研究のための資料収集、
写本閲覧を行う予定である。 
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